
市役所

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
計
画
停

電
情
報
や
臨
時
給
水
実
施
の
お
知
ら
せ

を
、
市
や
消
防
団
の
車
両
を
通
じ
て
行
っ

た
と
こ
ろ
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
聞

き
取
り
に
く
い
」「
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
」な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
、
関
宿
地
域
で
は
、
緊
急
時
に
屋

外
に
設
置
し
た
拡
声
器
か
ら
一
斉
に
情
報

を
発
信
で
き
る
「
同
報
系
防
災
行
政
無
線

シ
ス
テ
ム
」
を
合
併
前
か
ら
備
え
、
有
効

に
機
能
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
災
害
時
の
情
報
収
集
、
通
信

手
段
と
し
て
、「
移
動
系
防
災
無
線
」
を

避
難
場
所
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
支

部
連
絡
所
を
通
じ
て
、
各
地
区
の
被
害
状

況
や
避
難
所
の
状
況
な
ど
を
、
災
害
対
策

本
部
に
速
や
か
に
伝
達
し
、
速
や
か
に
応

急
対
応
の
指
示
を
行
う
体
制
整
備
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
、
災
害
情
報

な
ど
を
市
内
全
域
に
一
斉
放
送
す
る
「
同

報
系
防
災
行
政
無
線
」を
整
備
し
ま
し
た
。

「
同
報
系
防
災
行
政
無
線
」
は
、
親
局

を
市
役
所
に
設
置
し
、
子
局
と
な
る
拡
声

器
を
市
内
全
域
で
212
か
所
に
設
置
（
関
宿

地
域
の
既
存
施
設
は
改
修
）
し
て
、
４
月

１
日
よ
り
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

屋
外
拡
声
器
に
加
え
、
希
望
に
よ
り
聴

覚
障
が
い
者
の
自
宅
に
は
、
文
字
表
示
機

能
付
き
の
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
、ま
た
、

高
齢
者
介
護
施
設
な
ど
に
も
戸
別
受
信
機

を
設
置
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
川
間
駅
南

口
、七
光
台
駅
西
口
、清
水
公
園
駅
東
口
、

梅
郷
駅
西
口
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
の
電
光
掲
示

板
を
設
置
し
、
文
字
情
報
で
も
繰
り
返
し

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
安
全
安
心
メ
ー
ル
（
ま
め
メ
ー

ル
）
や
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
緊
急
速
報

メ
ー
ル
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
利
用
し
た
情
報

提
供
な
ど
多
様
な
情
報
提
供
を
行
い
ま

す
。

移動系防災無線

災害発生時の情報収集等で活用

同報系防災行政無線
（一斉放送無線）

川間駅南口の電光掲示板

災害時の
情報伝達強化

中継局
(つくば第2・大宮南等)

J-ALERT

［情報収集・応援要請］
避難者▶避難所職員▶支部連絡所▶本部

［情報提供］
本部▶支部連絡所▶避難所職員▶市民

総務省
消防庁

○拡声器付き子局212基
○高齢者介護施設や保育所な
どに戸別受信機設置
○設置を希望した聴覚障がい者
世帯に文字表示機能付き戸別
受信機設置
○小学校等の子局52基は双方
向通信可能
○駅前に電光掲示板の設置
※国からJ-ALERTにより緊急地震速
報や弾道ミサイル情報など自動起
動で一斉に放送

自動音声応答システム (HPで内容確認)

薔 0080-800-1375 

緊急速報のメール
市内にいる場合、NTTドコ
モ、KDDI、Softbankの対応
機種に配信  ※登録不要

ツイッター

ツイッター
＠nodasi_saigai

事前登録者にメール配信
※登録方法はP9へ

安全安心メール
（まめメール）

J-ALERT

戸別受信機

屋外拡声子局

消防署

携帯型
病院

学校

半固定型

同報系防災行政
無線システム

移動系防災無線
システム

中継局

半固定型

市役所

半固定型
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